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H23 農業農村工学会大会講演会講演要旨集


神戸大学大学院農学研究科        住友大阪セメント 

   兵庫土地改良事業団体連合会      
 キーワード：ため池，リサイクル，建設残土・廃棄物


    物理特性  


  底泥土 まさ土 

自然含水比(%)  
土粒子密度(g/cm3)  

液性限界(%)/塑性限界(%)  
塑性指数  


   まさ土の粒径加積曲線



  
   大型混練機  
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ため池コア部への底泥土再利用に大型混錬機を用いる検討 



鈴木麻里子 ・河端俊典・吉原正博 ・常友永市・内田一徳 




 

１．はじめに 
 平成  年  月  日の台風  号による豪

雨により淡路島のため池  個が決壊したこ

とは，記憶に新しいところであるが，このよ

うな，ため池の老朽化や防災上の観点から提

体改修に関わる諸問題が山積しているとは枚

挙にいとまを見ない．また，改修にあたり，

特に兵庫県下では，適切なコア用土不足が深

刻な問題となっている．そこで本研究では，

環境に優しく安価で力学的に安定したコア用

土を得るために，大型混練機を用いて池敷底

泥土と旧堤体盛土材を現場で混合し，その適

用性やバラツキを評価した． 
 

２．試験概要 

2-1 ブレンド試料 

試料には，兵庫県加西市の辰池から採取し

た池敷底泥土，旧堤体盛土材を用いた．それ

ぞれの物理特性を   に示す．また，ま

さ土の粒度分布を  に示す． 

2-2 大型混練機 

 今回，試料のブレンドには  に示す，

自走式改良機 SR-G2000(日立建機株式会社)

を用いた．混合機内部は  軸パドルミキサ方

式を採用しており，あらゆる性状の土質も改

良可能となっている. 

2-3 供試体 

 底泥土とまさ土を  の混合比を目標にバックホーを用い一次混合した後，大型混練機

で，～ 回混合した．混合回数別に試料を採取し，実験室に持ち帰り， φ×

の供試体を  本作製し，湿潤密度と含水比を測定した．また，バックホーを用いた  の

混合比の妥当性も検証した． 

[5-51(P)]
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   混練回数と湿潤密度・含水比関係 





   混合比の妥当性検証 


 

  底泥土の含水比低下 

現場混合回数 回 回 回
含水比　   

湿潤密度　   
残留分中   
底泥土含水比（計算値）   
自然含水比との差     
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 混合割合

 含水比（室内）
 含水比平均(現場）
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３．結果と考察 

 に，混練回数と湿潤密度・含水比の関係

を示す．グラフより，混練回数を増加させると，

湿潤密度が増加することが分かる． しかしなが

ら， 回混合から  回混合までは湿潤密度の平

均値が  で，ほぼ安定している．また，

含水比は，混練回数を増加させても，平均値が

～となっており，増加傾向は見られない．

しかしながら，混練回数の増加に従って，バラ

ツキが小さくなることがグラフより明らかであ

る． にバックホーを用いて，現場混練した

底泥土とまさ土の混合比の妥当性を検証した結

果を示す．実験室において，体積比 ： で試料

を完全に混合した供試体と現場作製供試体の平

均値とを比較すると湿潤密度，含水比に大きな

違いが見られた．そこで，現場で ～ 回混合し

た混合土に  ふるいを用いて洗い流し実際

の混合割合を確認した． に示すよう，まさ

土には，ほぼ細粒分がないため，ふるい残留分

をすべてまさ土とみなすと  に示すよう，

 中に含まれるまさ土は約  となり，混合

割合は妥当であることが明らかである．そこで，

含水比を算定したところ，底泥土における含水

比の低下が確認できた．この含水比の違いが

 に見られる大きな違いを生じさせたので

はないかと考えられる． 


４．まとめ
本研究では，大型混練機を用いて池敷底泥土と旧堤体盛土材を現場混合し，混練回数を

変化させ湿潤密度と含水比を測定した．さらに，実験室で完全混合した供試体や現場作製

した供試体をそれぞれ比較し，以下のことが明らかになった． 

混練回数を増加させることによって，湿潤密度は増加し，含水比はバラツキが小さくな

ることが明らかとなった．よって，均質な試料が必要なため池コア用土作製に，大型混練

機を用いる場合， 回混合ではなく  回程度混合することが望ましい．また，混練回数を

増加させることによって，底泥土の含水比が低下することが明らかとなった． 
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